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通 信 機 の 検 査 設 備 に 就
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Abstract

＼ヽ

Thetestingfacilities of the communication apparatusservlng thepublicin the

most realmeaning,1Srequiredto allow theinspector to scrutinize the quality of

the apparatusin such a manner as to acqulre an entire satisfaction of theuser･

Without thefulfilment of requlrementSinthisdirection,the public service through

=goodqualitycommunication=atwhichthe apparatusaimscanhardlyberealized■

Communicationapparatusisoneofthemachinesthat have undergone a phenomenal

developmentinthepostwarperiod,itssortsandtypeshavinggotdiversi丘edintensely

overtheextremely widerangefrom audio-frequency bandtocentimeter wave band･

HencethetestingequlPmentforsuchnumerousvariety ofthe apparatushasneces-

sarilybecomemanifold.Anditisnot too much tosaythatthequalityofthetesting

equlpmentdetermines the quality of the communication apparatus･

The writersrelatein the article the testing facilities of the Totsuka Works of

Hitachi,Ltd.,Where thewireandwirelesscommunicationequlpmentSareeXClusively

produced,Classifyingthemforthe materialtest,partS teSt,COmmerCialtest and

assurance test.

〔Ⅰ〕挿 言

通信機器ほ戦後目まぐるい､までに顕著な進歩発展を

遂げ,今なおその止まるところを知らない｡従って製品

は音声周波帯域から,極超短波帯域にいたるまで,きわ

めて多機瞳にわたるばかりでなく,"良質の通信"を確

保するために,従来蘇りみられなかった高級な諸特性が

厳格に要求されている｡

通信機器の検査設備は,これ等の要求を十分満足する

ばかりでなく,=Public service"という通 機器の特

質の上からも,利用者の立場に立って,品質を吟味し得

ることが絶対に必要である｡

日立製作所戸塚工場に於ては,上 の主旨のもとに,

材料試験,部品検査,商用試験,保証試験の l

性能と,長寿命とを保持するように努め,

得ている｡

木文ほこれ等検査設備の概要に就いて

好の客顧

ベ,併せてこ

れが管理方式に就いて附記するものである｡

〔ⅠⅠ〕材料試験設備

あらゆる工業製品の性能を決定する一次的な要素ほ,

まず使用材料であって,これが適否ほ製品の品質,寿命

はもとより,機器の生産方式をも左右することは周知の

通りである｡従って日立製作所戸塚工場に於ては,定評

あるメーカーからの購入材料を,更に吟味し製品の品質

を確保するために以下 る諸設備を縦横に駆使してい

を整備し,適切な計量管理のもとに,その機能を完全に

発揮している｡

特に保証試験は徹底して実施し,常に製品ほ高
***

日立製作所戸塚工場

る｡

日立製作所戸塚工場の材料試験設備は

(1)一般試験設備

(2)機械的強度試験設備

(3)内部組成試験設備

(4)原料試験設備
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に大別せられ,(1)は第l図に見られるように,アムス

ラー万能試験棟を始め,衝撃,硬度,強飯性,加工性等

に閲し,数十点の設備を有してこれが完璧を期し,(2)

に就いてほ,磨耗,疲労,特殊応力及び歪の測定等,従来

第1図

Fig.1.

材 二粁 試 験 場

MaterialTesting Apparatus

第2図

Fig.2.

分光分析装置及びカーボン分析装置

Apparatus for Quantitative Spectro-

graphic Analysis and Determination

Of Carbonin Steel

第3図【J京 試 験 設 備

Fjg.3.MaterialTestingApparatus

--106

年寺 集 別冊第 6 号

とかく奄祝されがちであった材料特性の基礎的研究を目

的として,これを衰備,活用している｡(3)の内部組成

試験は第2図にみられる如く,スペクレレによる定性分

析装置,カ←ボン分析装置のはか,定量分析装置,金属

顕微鏡等を主体とし,材質判定に主要な役割を果してい

るが,内部状態の欠陥試験に就いては,磁気探傷試験設

備等の現有設備の上に,更に急速な拡充強化の努力が払

われている｡第3図は,(4)の原料試験設備の一部であ

って,化学試験設備を主体とし,主としてモールド品の

品質の向上に活用されている｡

〔ⅠⅠⅠ〕部品検査,商用試験設備

通信の公共性から"良質の通信"を確保するために従

腐りみられなかった高級な 特性が,厳格に要求せら

れ,より品質の優れた機器が要望せられていることは前

述の通りである｡しかるに量産過程の製品の品質水準ほ

部品の加工精度とともに,量産工程に使用される商用試

験設備の良否によって決定されるといつても過言ではな

い｡従って日立製作所戸塚工場に於ては常に部品及び製

品の検査設備の測定精度,試験精度の向上を図るばかり

でなく,新機種に即応し得る

対比こし
い.=L台日

高る碍

力が払われている｡

日二女

測機器の開拓,量産化に

高性能の試験設備の研究に格段の努

作所戸塚工場に於ては部品検査,商用試験設備

として,数千の計測機器,試験装置が適切な ヽ ヽ:管理の

もとに常用されているが,なお数種の設備に就いてその

概要を述べる｡

(1)第4図及び第5図ほ,アンテナ試験設備を示す｡

本設備は,東北大に次いで我国で第2番目に整備され

第4図 空中線試験装置 の全貌

Fig･4･Antenna Testing Apparatus

ノ
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第5図 空 中 線 試 験 装 置

Fig.5.Antenna Testing Device

第6図150Mc空 中 線･指 向 特 性

Fig.6.ⅤⅤ-3150Mc Anttenna Pattern

たものであり,超短波帯のアンテナの餞

ーダンス及び空中線利得等が微小

点インピ

力にて測定Ⅲ来

る装置である｡第`図は本装置で測定した150Mc

通信用アンテナの指向特性の一例である｡

(2)第7図は日進月歩の著しい無線関係の 験設備

の一端を示すもので,使用シールドルームほ,減衰

量80dbであり,極超短波滞に至るまでの測定機器

が整備されている｡

(3)第8図はスイッチの楷 殊 鹸装置の概況であ

り,トAセレクタの馴染み試験とともに,減衰義,

インピーダンス,外数項目の測達が用来るものであ

第7図

Fig.7.

無線機器用 験設備 の
-一端

Screen Room for Mesurement of

Radio Equipments

第8図 ス イ ヅ チノ持殊試験装置

Fig.8.SpecialTestjng Apparatus for

Switch

第9図

Fig.9.

水平型リ レト の量産工程

Testing Apparatus of Horizontal

Relay

f),日立製作所戸塚工場独白の考案によるものであ

る｡

(4)第9図は水平型リレ←の量産工程であり,コン

ベアの最終端に量産綜合試験群が設置されている

が,木器は水平型リレ←のインピ←ダンス外,数項
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第10図

Fig.10.

論 通 信 機 器 特 集 号 別冊第6 号

鉄 心 自 動 検 査 機

Automatic Testing Appuratus

forIroncore

第11図

Fig.11.

ス イ ッ チ ノ､ ブ 測 定 器

Multi-DimensionInspection Equip･

ment of Switch Shaft

第12図

Fjg,12.

#4 電 話 機 試

Type4Telephone

Apparatus

験 設 備

Testing

第13図 表 面 処 理 試 験 設 備

Fig.13.Testing Apparatus for Surface

Finishing

目の試験が同時に試験可能な量産用試験器=であり,

日立製作所戸坂工場独白の考案によるものである｡

(5)第10図は交換機用鉄心の日動検査機であって,

±5/上の精度に放て,1,200箇/hrの速畢で選別し得

るもので,これまた日立製作所戸塚工場独白の考案

によるものである｡

(6)第11図ほ同じく交換機用部品の量産用,高精度

測定器であり,スイッチのハブ測定に使用される｡

(7)第12図は4号型 話機の試験設備の一端を元す

もので,電話機の音響特性,通話特性,外数項目に

嘉たいて,きわめて短時間に定量的な測定の可能な設

備である｡

(8)第13図は表面処理の試験設備の概要であり,塩

水噴霧試験と相侯って,表面処理の耐蝕性に就いて

もつとも適確に試 の出来るものである｡また表面

処理の厚み測定にほ,磁気抵抗の変化をん~㌫用した計

器を使用している｡

〔ⅠⅤ〕保証試験設備

商用試験そのものは,いかなる場合に放ても製品の使

用年限に比し,はるかに僅かの時間で,その品質が判定さ

れる｡従って長年月に亘る使用に際しては,思わぬトラ

ブルが起きないとは限らない｡また通信機器の大衆性,

公共性から単に寿命のみならず,あらゆる使用悪条件を

考慮して,高度の品質を保持せしめなければならない｡

日立製作所戸｣家工場忙放ては,特にこの点に重点をお

き,高温,高湿,低温,低圧,耐浸水性,耐塩水性,衝

撃,振動,速度変化の影響等の 設備をもって,絶えず

試験を実施して顧客に対し品質を保証すると共に,自ら

の製品に対する反省と改良との資となしている｡

ノ
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第14図～第17図は保証 臨場の概況であるが,なお

二,三の試験機に就いてほ図示する｡

第18図 自動交換機綜合寿命試験

第19国 手動交換機屈部品綜合寿命試験装置

第14図

Fjg.14. Assurance

Apparatus

験 場(1)

Testing

(1)

第15図 保 証 試

Fig.15.Assurance

Apparatus

鹸 場(2)

Testjng

(2)

第16国 保 証 試 験 場(3)

Fig.16.Assurance Testing

Apparatus(3)

第17図

Fig.17.

保 証 験 場(4)

Assurance Testjng

Apparatus(4)

第18図

Fjg,18.

自 動交換機寿命試

Life Testing Apparatus

matic Switchboard

験塵置

ofAuto･

第19図

Fig.19.

手動交換機寿命試験横

Life Testing Machine ofManua)

Switchboard Apparatus
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第20図

第21図

第22図

第23国

策24図

第25図

第2`図

送受話器綜合寿命試験装置

放送用部品綜合寿命試験装置

加速度試験機

注水試験機

振動 験機

低 温 稽

低圧試験装置

機 器 特 集 号 別冊第 6 号

第20図

Fig,20.

送受話器綜合寿命試験機

Life Testing Apparatus of Telephone

Transmitter and Receiver

第21園

Fig.21.

搬送用 部品綜合寿 命試験機

Life Testing Apparatus 士Or Parts

Of Carrjer Telephone Equipment

第22◆図

Fjg∴22.

加 速

Testing

Strength

度 験 機

Apparatus of Mechanical

for Accelaration

第23図 注 水 試 験 横

Fig.23.Drain Tester

第24図

Fig,24.

振 動 験 磯

Vibration Testing Device

第25図

Fig.25.

低 温

Low Temperature Testing

Apparatus

.J

､二＼
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第26図 低 圧 試 験 機

Fig･26.Low Pressure Testing

Apparatus

〔Ⅴ〕計測機器の精度管理

徹底した検査の実施ほ,品質管理と相侠って,製品の

品質を保証し,優良にして廉価な製品を市場に提供し得

るのみならず,更に品質向上への貴重なる基礎となるも

のであるが,これ等は検査に,或ほ品質管理に使用され

る計測機器の精度管理の如何によって,その効果が決定

されるといっても過言でほない｡

日立製作所戸康工場に放てはとくにこの重要性より,

以下略述する如く計測機器の 度管理の徹底を期してい

る｡

(り 精度管理の組織

計測機器工場としての全般的管理の責任は検査部 が

負っており,検査部長直属係である検査技術係に於て,

統括的管理業務のほか,工場各標

もに計測機器の整備,保守,

器の整備,管理とと

管理に関する諾 規格の立案,

制定等を行っている｡また計測機器を使用する各

計測器管理責任者を,更にその責任者のもとに

管理担当

には

測機器

を設机精度管理の実務を行うと共に適切な

計測の指導にあたっている｡

(2)エ場標準器

工場標準器ほ前述したように総て枚 の柄
､

に整備せられ,室温,湿度,塵挨,振動,

標 室内

光などに特

に細心の注意を注いで管理の万全を期している｡

第27図ほ標準較正曇,第28図及び第29図は精留測定室,

第3噌(次頁参照)は音響一次標準器の概況を示すもの

で,これ等は経て一定の周期のもとに公立試験所

正を受けていることほいうまでもない｡

(3)精度管理の実施

の較

精度管理はそれぞれの計測機器規格にもとづいて行わ

れる｡較正系統は第3咽(次亘参照)の通りであって,常

第27図

Fig.27.

標 較 j王 室

Room for Calibration

第28図 精 密 測 定 室 (1)

Fig･28･RoomforCloseInspeCtion(1)

第29図 精 密 測 定 室 (2)

Fig.29.Room for CloseInspection(2)

用計測器は一定の周期のもとにそれぞれの

副標予 器で較正せられ,副標準器及び高精度の

''所有の

測機器

ほ,これまた一定の周期のもとに工場標準器で較正せら

れ常に所定の公差内にあるよう管理されている｡
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第30図

Fig.30.

音 響
一

次 梗 準 器

AcousticalPrimary Standard

第32区l･ゲ ー

ジ色別校正

Fig.32.Gauge Classi丘cation

票 及 び 台 帳

by Colour,CaliT

brationCard and FandamentalCard

I ト_､ _
｣

l

l

第31図 顕 正 系 統 図

また計測機器の適切な使用の監視をはかるために,使

用職場別に色別管理方式を採用し,管理の実績をあげて

おり,第32図はダーヂ管理方式の一端を示すものであ

る｡

〔ⅤⅠ〕績 言

以上日立製作所戸坂工場に於ける検査設備の概要に就

Fig.31.

いて

Calibration Block Djagram

たが,検査設備はいうまでもなく,需要者に十

分満足してもらえるところの品質水準の決定と,その保

証との実際の裏付けとなるものであり,これは一にこれ

諸設備の研究,開拓及び精度管理の徹底いかんにかゝ

っている｡よって日立製作所戸塚工場に放ては前 せる

検査設備に就いてさらに一段と拡充を図り,より徹底

した検査を実施し得るよう鋭意努力中である｡

■
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TheI｣ateSt CommⅦnieation Cables

最近合成樹脂,合成ゴム絶縁材料などの目覚まい､発

達に伴って通信機器用電線の桔貌は著Lく変ってきた=

先づ従来綿,嗣,紙或いは天然ゴムなどの天然材料に

よって構成されていた電線が,ポリエチレン(以下P.E,

と称す),塩化ビニ/レ(以下P.Ⅴ.C.と称す),ナイロンの

ような合成樹脂やネオプレン,珪素ゴム,ブチルゴムな

どの合成ゴムに置き換々_られてきている｡これらの合成

材料ほ天然材料には望めない 生をもっているものも少

なくなく,その特性を清用することによって劃期的性能

をもつ 泉カ;製造されるようになった｡

下記にこのような合成材料を軌､た新らしい型の通信

用電線に就いてその概要を こベ ることiこする｡

(り 通信機器配線用被覆線

従来使用された通信機器配線用彼教電線は,絶縁ゴム

の上に綿編組を施Lてからパラフィンで塗 したもの,

いほエナメル線上に網又は綿糸を横巻又は編組しパラ

フィン塗料を施した構造のものなので,機械的性能,耐

湿性,耐 性などに放て不十分な点が多かったが,最近

では合成材料の特長を活用した優秀な性育巨の電線が製作

されるようになってきた.〔

通信機器配線用徴層電線の代表的な規格ほ所謂SSS規

格であるが,同規格に放てほそれぞれの用途に応じて被

覆電線を第l表のように分類しているり

(i)合成ゴム絶縁高圧用電線

この 練は天然ゴムを使r~目したものに比べ,耐 性,

耐老性及び耐候性に優れている｡又ナイロンを被優に使

用したものは綿糸或いは絹糸を被覆したものに比べて機

械的強度,耐久性,耐 性に放て著しく優れている､

(ii)P.Ⅴ.C.絶縁低圧円

第1表 最近の通信機器配線用被鰯

Tablel.RecentIJook-up Wires

名 称;電線略号･使用範囲 絶縁体

WITl型

＼＼､Il､･･

1.1型

高圧用

低圧用

高周波用

L2型 i

WR型

1,500V

__笹下_3,000V

以下

250V

以下__
600V

以下

高局三曳回J烙

天 然 ゴ ム

または

合 成 ゴ ム

塩北ビニル

混 和 物

ポリエチレン

混 和 物

保 護被 覆

綿糸,ナイロン糸,

ナイロンジャケット

絹糸,ナイロン糸,

ナイロンジャケット

綿糸,ナイロン糸,

ナイロンジャケット

第1図

Fjg.1.

最近の通信機器配線用被虐線

Recent Hook-up Wires

第2図

Fig.2.

P.Ⅴ.C.

ポリエチレン絶縁ビニルシースケーブル

P.E.InsulatedP.V.C.SheathedCable

線ほ従来の絶縁竃挽こ比べて耐燃性,耐山

性及び耐老化性が優れているばかりでなく,着色が容易

で外観が美Lいなどの特長をもっているところから配線

川として最適である｡

(2)プラスチック通信ケーブル

プラスチックを絶縁体及び外部保護被覆材料として使

用したプラスチック通信ケ←ブルほ従来の紙絶縁ケーブ

ル並びに ゴム ケーブルなどに比べて幾多の優れた特

長をもっているので,広く使用されるようになってきた｡

このケーブルに就いての概要は大約(キの通りである｡

特 長

(A)回線の確保が出来る.｡

通信ケーブルの絶縁体にほ 電正切

が少くて耐圧の高い絶縁物が要求される.｡従来この要求

に対してほ,高度の乾燥を施した絶縁紙が使用されてき

たが,絶縁紙は吸湿によって絶 抵抗が著しく低下する
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ので,外部保護被覆に損傷が生じた際ほ,吸湿によって

障害がおきる｡プラスチック絶縁体では,万一外部保護

被覆が損傷し,浸水した状態に於ても高度の絶縁抵抗と

絶縁耐力をもっているので事故の原因となることがな

く,回線の確保が出

(B)防蝕層を必要としない｡

鉛被ケーブルに於ては鎗被の院蝕を防｣【二するため,鉛

被上にゴム,P.Ⅴ.C.などの防蝕層を施すが,プラスチッ

ク保護被覆を使用1ノたケーブルは防蝕層の必要がない｡

(C)電力線との共架に適している｡

配電線の切断や振動などにより,ケーブルに落下又は

接触しても,プラスチック被覆が耐高圧性能をもってい

るので,事故を起さない｡

(D)軽量である｡

鉛被を使用せず,ブラスチック保護被覆を使用してい

るので,鉛被市内対ケーブルの重量に比較して約40%程

度となる｡従ってメッセンジャーワイヤーなども細くて

すみ架線工事費を少くすることが出来る｡

(i)P.Ⅴ.C.絶縁P.Ⅴ.C.被覆局内ケーブル

現用の局内ケーブルほ繊維を主体としこれに混和物を

含浸しているので高価になり,その上可 性である｡

P.Ⅴ･C･絶縁局内ケーブルは絶縁抵抗が精々低く又温度

による変化は大きいが,絶縁抵抗の劣化がなく難燃性で

しかも価格も割安なので,さほど減衰の問題にならない

局内ケーブルに適している｡

日立製作所製晶の絶縁抵抗の一例を嘉すと,200Cに

於て750Mβ/km以上である｡

(ii)P･E･絶縁P.Ⅴ.C.被覆市内ケ←ブル

この市内ケ←ブル特性は,紙絶 鎗被ケ←ブルと大差

なく,特に減衰量は殆ど同じである｡これはP.E.絶縁

ケーブルに於ては空気との実効 が約2.0となるの

で紙絶縁ケ←ブルに比べて,導体間距離が硝々大きくな

るにもかゝわらず,静 容量が増加しインダクタンスが

大きくなるためである｡

日立製作所製の0.65mmx30P,P.E.絶縁P.V.C.

被覆市内対ケーブルの二次定数は第3図に示す通りであ

る｡

(iii)P･E.絶縁P.V.C.被覆制御ケ>ブル

制御方式の発達に伴い,搬送技術が使用されるように

なってきたので制御ケーブルの特性も高度のものが要求

されてきている｡P.E.絶縁ケーブルは伝送特性が優れて

いると共に,絶縁抵抗が高い上高耐圧であるので制御ケ

←ブルの生命である絶対無事故の要求に最も適したケー

ブルであるということが出来る｡

プラスチック通信ケ←ブルの接続法i･ま,紙絶縁鎗被ケ

ーブルの接続と比較して特に困難な点はないが,唯P.Ⅴ.
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第3図 0.65mmx30対P.E.絶縁P.Ⅴ.C.

被覆市内対ケーブルの二次定数

Fig.3.4Coe氏cients(Z｡,∝,β&i5)of
O.65mmx30 Pairs P.E.In-

Sulated P.V.C.Sheathed City

Cable

C･被覆とP.Ⅴ.C.スリ←ブとの融着に際して,加熱過度

になると内部絶縁体が変形し,加熱不足だと融着が不十

分になる｡

日立襲作所に於てほ加熱温度と時間並びに加熱方法と

に就いて研究の結果,日立独特の方法を創案してこれを

実地に採用し優れた効果を挙げている｡

(3)高周波ケーブル

高周波ケ←ブルは各種無線機器の配線及び餞電線とし

て用いられる｡高周波ケ←ブルは最近に至ってその発達

は顕著であるが,これは主として絶縁体として使用され

ているP.E.の 気的樽性,機械的特性が優れているこ

と,並びに製造が容易であることなどに依るものであ

る｡

P.E.を絶縁体として使用した高周波ケ←ブルの特長

ほ次の通りである｡

特 長

(A)減衰量が小さい｡

P.E.は広い周波数範囲に放て (2.2～2.3)及び

電正切(3～5×10~4)が一定で優れた電気的特性をも

っているので,高周波に於ける痕哀量は従来の充実型高
周波ケーブルに比較して遥かに小さい値を得ることが出

来る｡

(B)絶縁耐力が高い｡

絶縁耐力は25kV/1mm 程度であるので機器配線の

高圧回路の使用に適しており,文鎮電線としてほ異常電

圧に耐えることが出



第4図 高 周波 ケ ー ブ/レ

Fig.4.High Frequency Cables

(C)絶縁抵抗が大きい｡

P.E.の固有抵抗ほ約1017J2-Cmで他の絶縁物より2

桁ほど大きい｡又絶縁抵抗が大きくしかも非l吸湿性であ

るから高湿度の処にも十分安心して使用することが出来

る｡なお長年月の使用にも耐えられる｡

(D)製造加工が容易である｡

P.E.は熟可塑性物質であるので製造加工が容易であ

り,充実型の高周波ケ←ブルの製造を容易にLている｡

(i)充実型同軸ケ←ブル

充実型同軸ケーブルはP.E.絶縁上に軟鋼線編組及び

外部保護被覆とLてP.Ⅴ.C.を使月]しているので可揆性

Vol.15

に優れ,重量が軽く取扱いに便利である.っ このケーブル

ほ75J2 と50β型が主に使用され,使用目的に応じて

各種のサイズのものが製造されている｡

この塾のケーブルでは減衰量は数-10Mc までは抵抗

損失が大部分であって,P.E.による誘電損失ほ省路押来

るほど僅かである｡

(ii)テレビジョンケ←ブル

テレビジョン受像周のケ←ブルとしては種々の蟄があ

るが,主に300J2のP.E.絶縁平型2心ケーブルが用い

られている｡

このケ←ブルほ機器に良く整合するように笈作さカーい/

かも軽量安価である｡

(iii)空隙型高周波ケーブル

ー般に使用周波数の上昇に伴って数千Mcの周渡数帯

に於てはP･E･の誘電正切による漏洩減衰も非常に大き

くなり,導体による抵抗減衰よりも大きくなるのでP.E.

の劣化に注意する必要がある｡外部保護被覆としては非

移行性のP･Ⅴ･C･を使用する必要があるLつ又外部導体の

編組にも銀鍍金を施すことによって抵抗減衰量を演ずる

ことが考えられているが,抵抗減衰の低下のためにほ内

部導体径の増加以外にほ手段がない.)従って低減衰量の

高周波ケーブルにほP.E.円板型又はP.E.コルデル紐な

どを使用した空隙型が使用され,実効 電車を小さくし

てケーブル外径を小さくすることが考えられている｡

日立製作所に於ては現在この種ケーブルの製造も進め

ているので大量製造の実現も間近い..,

立
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優秀なる電気絶縁性を有する打抜加工用

スタンドライト積層板LP-44Nに就いて

ⅠIitachi,s New StandliteI.amimated

SheetI｣Ⅰ}-44N

通信機器の 縁部品として第1図に示される如き多種

多様なフェノール樹脂積層板が使用されている｡しかる

に従来製造されていたこの種打抜加工用フェノール樹脂

積層板ほJIS:K6706フェノール樹脂積層板のPし11T

なる品種に該当し,打抜加工性を重点的に要求し絶縁性

を重視していない∴叉該頒格で最高級電気絶縁用積層板

たるPL-111に就いてほ打抜加工性を保証していない現

状である｡即ち従来のフェノール樹脂積層板に放てほ打

抜加工性と

た｡

気絶縁性とは相反するものと見なされて来

日立製作所に於てほこの相反する両性能を融合した打

抜加工用スタンドライト積層板の試作研究に努力して采

たが,数次に亘る実用試験の結果,電気的性能に優れ,

打抜加工性良好にして且つ低収縮性等の種々の特長を有

するスタ∵/ドライト積層板LP-44Nを完成した｡

以下本品の性能に閲し二三報告して御参考に供する次

第である｡.

(り 性 能

(i)一般性能

従来使用されて来た一般打抜品用スタンドライト積層

板LP-30Nと今回完成したLP-44Nに就いて,それぞ

れの該当規格の品種対照を第1表に示し,保安隊無線機

器に使用するフェノール樹脂積層板規格(叛こよって試験

した性能表を第2表に,竃々公社通信閉石炭酸樹脂積層

板試験方法(2)による性能表を第3表(次貢参照)に示し

第1図

Fig.1.

打抜加工した種々のスタンドライト積層板

Various Punched Parts of Standlite

Laminated Sheet

第1表 打抜加工用スタンドライト積層板の品

種と諸規格該当品樽との対照表

Tablel.Contrast:Of Standlite Laminated

Sheets for Punching Grade and

Various Speci丘cationsofPhenolic

Laminates

規格名 称

争 称

記 号

日 本 工 業 規 格JIS;K6706

保安隊 関 係 規格 SSS-P-2

穏々公社関係規格新任案66暫1阪(4)

電々公国二関係規格材仕業66暫2版(5､

スタンドライト積層板

Ⅰ一P--14N LP-30N

Pl一rllT(溝)

PBE-P

P3

P3A,P.1A

PL-11T

PBG--P

註(賃)JTSには汀孜加~L用積層板としてPL-11Tだけ1穫しか
ないので一応 LP-44N は PT一-11T 上したが健康的には

P上ノ1111に匹敵する｡

し美東)召重々公辻村什案暫2版のP4Aに該当するスタンドライト
積層朽はⅠ一P-i4Nの他に T-P-15N が完成している｡

第 2 表 打抜加工用 ス タ ンド ラ イト 横層枚の性能表(SSS-P-2による:)

Table2. Properties of Standlite Laminated Sheet of Punching Grade(By SSS-P-2)

SSS-P-2 規 格 値

試験前予備処理
PBG→P PBE-P

スタンドライト積層横の性能

LP-44N LP-30N

層

填
げ

沿
故

曲

電

強

緑

庄(kV)

さ しkg/mm2)

吸 水 量と(mg/100cIn望)

:体積固有壬氏抗〔Mβ一ごm)

表面固有一晩抗(MJ2)

･誘 電 率(1Mc)

二誘電体力率(1Mc)(10~4)

A

D-48/50

A

E-1/105

C-96ノ/35/90

C-96/35/〕O

D-24/23

D-･24/23

35 以上

4 以上

8 以上

400 以下

102 以上

1 以上

40 以_ヒ

】01よ上

8 以上

300Jソ下

103｡以上

3 以｣二

7 以下

650 以】F

41-50

14･-17

9-11

60～150

4×10三ま･-5×10､1

5×102～6×103

5～6.5

30J-601)

37～50

5-14

9-10

90～180

6×10三∋～2xlO4

l.8×102～5×103

5～7

300-70こ〉

(許)1.試験前予備処理の記号はA=受瑠状態の皇ゝ C=恒温水中浸濃処瑠 E=恒温中の処理 記号の次の数′字は1董初カの数字は時間､

次の数字は温度3番目の数字は湿度を示す｡

2.本試験はSSS-P-2規格による】

j｢



第3 表二･打 抜 加 工 用 ス タ ンド ラ イト 梼 層 板 の 性 能 表

(電々クゝ社仕様書(4)(5)による)

Table3.Properties of Standlite Laminated Sheet for Punching Grade

(ByNippon Telegraph and Telephone Public Corp･Speci丘cation)

課
業

現在施行中の電々公社射什66号暫1版(4'の規格値を云け｡
莱て

近く発表される予定の電々公社桝上案66号暫2版(5)の規格解を示すん
遮音米

寿し琴曲時に異状を示す折闘ヂ直径を析賢で隣したるもの｡

た｡第3表にはJIS;K6706のPL-11′1､の瀕格値t3)を

も併記したが,これらの結果を綜合すると LP-44N は

電気的性能に放ては規格値に対L可成り 縮収又
ノ
＼
､高 に

於ても著Lく低い数値を示していて通信機器用材料とし

て適当なことが認められる.=

(ii)打抜加工性

積層板の打抜加工性は材質の適否によって影響される

ことは勿論であるが,技塾の型式,精度,プレスの精度,

加温条件等によっても非常に影響を受ける〔-ノ今加温条件

だけを変化しその他の条件を揃えて赤ファイバ←板打抜

き田の特殊技塾を以てLfし44N,LP-30Nの両者の比

較実験した手丁技晶の写真を第2図,第3国に示した｡こ

れらの 果ほ明らかにLP-44Nが従来品のLP-30Nよ

り打抜加工性に於て優れていることを示すものである｡

次に ASTM:D617-44のフエノ←ル樹脂積層板の打

抜性試験方法(6)によって

たが両者共に

なお著

準試験片を釘抜き比較Lてみ

点法では80点以上を示していた｡

が厚為2mmの

Il

1450C

lOmin

層板を種々の表面温度の加

!･J

1600C

lO工nin

Fl

136ロC

lO工nin

岬丁▲■

更i･Jご湖

F2

157qC

lOmin

ⅠIl

1250C

lOmin

熱盤に一面を密着させ,他面を室温空気中に

態で片面を加熱盤に密着後,時間の経

露した状

と共に他表面の

温度変化を実測した結果によると熱盤表面温度が140つC

以下でほ積層板の他面例の温度が1200Ciこ達するに相

当時間を要し,熱盤温度が160～170r)Cでは1･5～2min

で1200Cに し,且つこの表面の温度が1200C以上に

なると良好な塑性を呈して来ることが確 された｡即ち

打抜加温条件とLては積層板の打抜部分が120ロC以上

に加温されることが望ましい｡しかしあまり加熱温度を

高くすると発泡,膨れ,亀裂等の欠隋を生ずるので積層

板の地表面温度が150〇C以上にならぬようにLなけれ

ばならない｡

(iii)寸法収縮性

(A)膨潤,収縮性

通信機掛こは第4図に示される如き打抜加工した部品

を多数積み重ね金具で締付けて使用する場合が多い｡こ

のような場合,積層板が高湿度の空気中では水分を吸収

して膵行間し厚みが大となり,又乾燥Lた空気中では7k分

lI2

1550C

lOmin

Gl

1200C

lOmin

G3

136つC

lOmin

ーー117

第2図 スタンドライト積層板
LP-44Nの打抜加工

験品

Fig.2.Punched Parts of

Standlite Laminated

Sheet;LP-44N

第3図 スタンドライト積層板
LP-30Nの打抜加工試

験品

Fig.3.Punched Parts of

Standlite Laminated

Sheet;LP-30N



日 立 評 論 通 信 機 器

汀才別口工した絹層服乏オ貞み重ねて

金員で締付けた部イナ

第4図 スタンドライト積層板を使用した通信

機器部品

Fig.4.Various PartsofCommunications

Equipment Using Standlite Lami-

nated Sheets

を放散して収縮し厚みが小さくなる性質を有している｡

これらの結果,締付金具が切損したり,或いは締付が

んでガタガタになったりして通信機器の機能障害を起し

易い｡したがって通信機器用積層板としてはこの膨潤,

収縮性の少ないことが望ましく LP-44N ほ第3表に示

される低収縮率でこの目的に合致するものである｡

(B)加熱,収

積層板ほ加熱して打抜後冷却状態に放て寸法を測ると

収縮し,長さ幅が短くなっている｡この加熱収縮性ほ出

来るだけ小さく,且つその数値範囲の変動が小さいこと

が望ましい｡LP-44N及びLP-30Nに就いて130ウC

で10min加熱し,1300Cの状態での寸法と常温に冷却

Vol.15

今寺 集 号 別冊第 6 号

した場合の寸法との差より甘･(桁率を計算すると

LP-44N………………0.2～0.4%

LP-30N………………0.4～0.8%

となり加 生に放てもLP-44Nが優れている｡

最近完成した打抜加工用スタンドライト積層板Lfし

44N の 性能の二三に就いて報告したが,従来の打抜

加工用フェノール樹脂積層板に比較して著しく電気的性

能が向上し,且つ寸法安定性に於ても改善されている｡

又機械的強度や耐熱性,吸71く量等の物理的性能も従来品

に比し優るとも劣らず通信機器用積層板として今後大い

なる発展を期している｡

終りに本報告の打抜加工性に関する実験の多くの部分

ほ日立製作所戸塚工場で行われたものであることを記し

関係者に敬意を表するものである｡
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